青年協議会半世紀の歩み

今、顧みる50年　いざ、新たなる５０年！

発行　社会福祉法人　日本盲人会連合青年協議会
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青年協議会結成50年に思う

　　　　　　　　　　日本盲人会連合青年協議会長　西村　秀樹

　半世紀にわたる青年協議会の歴史を振り返り、今ここに現役協議会長としての責任の重さを改めて感じています。まさに「温故知新」。これまでの多くの先輩の方々の努力に対し、心から感謝申し上げますとともに、新たに踏み出す51歩目を、みんなと一緒に踏みしめられることは最高の幸せです。

　私が初めて青年協議会を知り、全青大会に初参加したのは平成元年の北海道大会でした。何もわからない状態でしたのでほとんど記憶はありませんが、それまでは滋賀県または、近畿ブロック内にしか知人や友人がおらず、それはそれで不自由はなかったのですが、この函館行きが、その年に光を失った私に、新しい光をふり注いだような気がします。

　多くの人がそうだと思いますが、初めて踏み込む世界は期待と不安が入り交じり、何が何だかわからなくなりがちです。しかし、そこからヒョイと引き上げてくれるのは“出会い”ではないでしょうか。まさに、青年協議会はその“出会いの場”だと思います。一人でじっくり物事を考えるのもいいけれど、みんなと話すことにより、刺激を受けたり与えたり…。これが、青年協議会の原点だと思うのです。回り道もするだろうし、無駄なことをしてしまうのかもしれませんが、そこから次が始まり、新たな道が開くのだと確信しています。

　今回、この記念誌を作り上げていく段階において、協議会発足当時の激しくたくましい潮流を目の当たりにし、今の私達に欠けているものが見えてきましたし、また、今の私達だからこそ、なしえてきたこと、それに、これからの山積する課題もたくさん見えてきました。そういうことを振り返りつつ、新しい時代への船出の合図をみんなと一緒に高らかに鳴らしましょう！
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日本盲人会連合青年協議会が発足して

50

年。半世紀が経過しました。

 

第

50

回

 

全国盲青年研修大会を機に

50

年間の足跡をとどめた記念誌が発刊

されることはきわめて有意義なことであり、その成果を大いに期待するととも

に、編集・発行にあたられた関係者の皆様に心から感謝と敬意を表します。

 

 

日盲連が結成されたのは昭和

23

年８月

18

日。当時は至る所に第２次世界大

戦の傷跡が残っており、国民の多くが食

糧難や住宅難。そして、生活難にあえ

いでいた時代です。そうした中、初代会長・岩橋武夫氏の呼びかけに呼応し、

全国から食料持参で

70

余名が大阪府下の二色の浜に集い、炎天下の元、砂浜に

車座になって論議を重ね、「世界的標準に立つ盲人社会立法の制定を期す」など

の決議を行い、直ちに行動を起こしたとされています。これがきっかけとなっ

て身体障害者福祉法が制定され、以来、今日まで日盲連はわが国における障害

者運動の先頭に立ち、障害者福祉の確立に全力を傾注してきました。その課程

の中で青年協議会が組織され、日盲連運動の一翼を担って大

学の門戸開放や就

業の促進、さらにはスポーツの振

興など、青年の立場から幅広く活動を行って

きました。そして、歴代の青年協議会長の中から日盲連会長が誕生し、日盲連

の運動を推進してきました。また、執行部の中から数多くの方が日盲連加盟

58

団体の会長として、日盲連を支え、それぞれの地域における障害者福祉の推進

に尽力してこられ、今日もなお、活躍しておられます。

 

 

言うまでもなく、青年協議会は、次の日盲連を担って立つきわめて重要な立

場にあります。今日の社会情勢は日盲連の結成当時にくらべて大きく変化し、

少子高齢化に伴う新たな

問題も数多く発生しています。また、長寿社会による

高齢失明者問題や特別支援教育問題。そして今、最も大きな課題とされている

支援費制度など、早急に解決しなければならない課題が山積しています。また、

これまで未解決のまま残されている課題や障害者福祉の基本となる人権の保障

や差別禁止問題など、挙げれば枚挙にいとまがありません。そして、これらの

問題が解決されてはじめて、私達が期待する社会が実現することになります。

 

 

青年協議会発足

50

年を機に、一層、組織の拡大・強化に努め、日盲連運動の

基本理念である「障害ゆえに負わされてい

るあらゆる負担」を排除し、人並み

の生活が確保されるよう、大いに活躍されんことを期待し、記念誌に寄せる言

葉といたします。

 


最近思うこと

日本盲人会連合第21代青年協議会長　本山　裕志

　日本盲人会連合青年協議会結成50周年を心よりお祝い申し上げます。

　私が協議会長を終えて、早８年が過ぎました。現在、地元の市の会長をつとめています。協議会長時代を思い出すと、毎年の青年大会の開催地の件で、日盲連理事会や評議員会の席で市・県会長さんに頼み、許可がでたら役員と一緒に地元へ視察に行き、５年先を見越して考えてきました。また、日盲連理事会などの会議にほとんど出席しましたが、休みがなかなか取れず、往復夜行を利用していました。今では考えられないことです。

　以前の私は仕事をやり遂げたという満足感でいっぱいで疲労感はありませんでした。まだまだ青年協ではたくさんの思い出があります。

　現在の任務は地元で１日か半日ですが、翌日に疲労が残るありさまです。年齢の問題でしょうか…。協議会長を終えた平成１０年度からは役職がなく、なんとなく手持ちぶさたでしたが、協議会長を４期８年も任務できたことは、多くの皆様のお陰と思っています。ありがとうございました。

　最後に、今後の日本盲人会連合青年協議会のますますの発展を期待しています。
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青年協議会と全国盲青年研修大会の歩み（年表）

Ｓ２３年　西崎清（京都府）

Ｓ２５年　休会

　　当時のことを詳細に調べることはできなかったが、Ｓ２３年といえば日盲連が結成された年であり、青年組織が具体的に結成されていたとは考えにくいが、何名かのグループが青年部発足に動いたという歴史はあるようだ。その後、Ｓ２７年ごろからは正式に認められたのではないかと想像される。そうすると、初代協議会長は誰なのかということになるが、今の礎を築かれたことを重く受け止め、初代会長は西崎さんとする。

Ｓ２７年　村谷昌弘（京都府）

　のち、Ｓ５５年から第５代の日盲連会長となられる。

Ｓ２９年４月　永井昌彦（京都府）

Ｓ３０年８月２４～２５日　第１回兵庫大会　明石・人丸神社

　日盲連主催で、第１回全国盲青年指導者講習会として開催された。記念講演として初日には「現代青年に与えられた将来への課題」として神戸大学教育学部の森信三（もり　しんぞう）教授。二日目は「盲青年の教養について」として甲南大学の寿岳文章（じゅがく　ぶんしょう）教授の講演が行われた。

　まさに、この大会が５０周年を迎えた盲青年研修大会の第１回大会である。今大会には群馬、名古屋、岐阜、滋賀、京都、大阪、鳥取、島根、大分の９府県の青年部の代表３７名が参加した。

　　主な内容として、開会式典に始まり、記念講演、協議会、交流キャンプファイヤー。２日目には人丸神社宮司の講話、座談会、神戸観光などが行われた。ここでいう協議会とは代表者会議のようなものらしく、「点字毎日の読者の増加を図る」、「世帯厚生資金の貸し出しの充実を図る」、「全国の盲協に青年部を設置する」などについての申し合わせを行った。

　　記念すべき第１回大会の交流会では、神戸新聞厚生事業団キャンプクラブの指導により、キャンプファイヤーを楽しんだ。今のようにライターと点火剤を使って火をつけるのではなく、火打ち石を使って点火するという本格的なもので、一同は燃えさかる炎の中に希望の光をダブらせたのかもしれない…。

Ｓ３１年４月　高尾正徳（島根県）

　　のち、Ｓ４７年から第４代の日盲連会長となられる。

Ｓ３１年８月２１～２２日　第２回群馬大会　伊香保愛染荘

　　今大会は「盲婦人・盲青年部全国協議会」と呼ばれ、両部の合同大会として開催された。

　　記念講演は、第１日目に「現代における青年・婦人のあり方」として群馬県教育委員で医学博士の湯本アサ（ゆもと　あさ）氏。第２日目は「ロンドン会議から帰りて」という演題で鉄道弘済会身障福祉部長の松本制二（まつもと　せいじ）氏。

　第２回大会は、全国から２７都府県の婦人部と青年部の代表および盲大学生連盟と盲人伝導協議会の代表者も参加し、１６４名が一堂に会した。

　主な内容としては、第１日目の開会式典に続き、記念講演、青年部・婦人部それぞれの協議会、懇親会など。翌日には盲人伝導協議会による祈祷会、各協議会の報告、記念講演、別れの座談会、榛名湖畔の観光などが行われた。

　青年部関係では、組織、職業、福祉、文科の４問題について討議し、特に組織の問題では、「青年部の年齢制限を３０歳までとするか、３５歳までとするか」。

また、「女性を入会させるかどうか」について熱い論議が交わされた。

　夜の懇親会では、盲人作曲家の三木かおる（みき　かおる）氏による自作の歌が披露され、また、参加者も三木氏に応えて郷土の民謡などを披露し、大いに盛り上がった。

Ｓ３２年８月２１～２２日　第３回大阪府大会　大阪市天王寺文化会館、　他

　今大会は再び盲青年指導者研修会として開催され、初めて代表者会議という会議が開催された。初日には「盲人と職業」、「盲人と教養」というテーマで研究発表と討議が行われ、読書の必要性と音楽教育の充実が大きく取り上げられた。また、夜にはキャンプファイヤーも行われた。２日目の討論会では、「家庭と職場での盲人のあり方」というテーマで討論を行った。

Ｓ３３年４月　大上康男（兵庫県）

Ｓ３３年８月２～３日　第４回名古屋大会　名古屋盲学校

　今大会も盲青年指導者研修会として開催され、記念講演は、第１日目に「日本盲界と盲青年の氏名」として名古屋盲学校の片岡学校長補佐。翌日には、名古屋大学　の堀助教授の講演が行われた。

　　大会参加者は２０都道府県から７０名とあるので、北海道からの初参加が想像される。分科会という名称も初めて登場し、初日の分科会はパネリストを迎えて、盲教育、福祉、職業の３つの問題について、それぞれ全員で討議した。中でも、盲教育の分科会では、盲幼児の教育、父兄の子供との接し方などについて意見交換が行われた。２日目の討論会では、青年部会則の作成や組織の明確化などが討議されている。

Ｓ３４年８月２０～２１日　第５回富山大会　立山弥陀ケ原立山荘

　　２０日の朝、全員でケーブルを使って弥陀ヶ原まで上がった。今回、コロンボ・プランの研修生として東京の国立光明寮で学ぶアンポンタジ君（タイ）も参加。夕食後は、前南極観測隊の佐伯昭治（さえき　しょうじ）氏を囲んで立山を語る大座談会が催された。　今大会の討論会はフリー討論形式とし、初日に結婚問題、２日目に職業問題がかなり熱く討議された。代表者会議では、懸案になっていた青年部会則が採択された。また、２１日には有志１１人がガイドとともに登山を行い、無事に下山はしたものの、群馬県のＳさん（２９歳）ら３名が食中毒で手当を受けた。

Ｓ３５年４月　関米一郎（群馬県）

Ｓ３５年８月９～１０日　第６回愛媛大会　松山市道後公会堂

　　婦人部との合同で行われ、参加は３０都府県。特別講師として、元新劇女優の森赫子（もり　かくこ）氏。第２分科会では、「盲青年の結婚と家庭設計」について検討したが、盲女性の花嫁教育に関心が集まり、「盲学校のカリキュラムには、盲女性に対する配慮がまったくない」と改善を望む声が多かった。また、日盲連青年部の歌（現在の日盲連青年協の歌）が初めて披露された。

Ｓ３６年８月８～１０日　第７回和歌山大会　和歌浦小学校、他

　　この大会から青年部会単独で開催されたようで、記念講演は和歌山大学の本間輝雄（ほんま　てるお）助教授の「現代青年の生きる道」と題する講演。分科会では三療従業員の問題、三療経営と新職業、青年活動の３分科会。参加は２１団体で、代表者会議では、青年部の年齢を３５歳までと決議した。

　　また、当時の施術所では、親方（経営者）または院主（主任施術者）と助手（免許取得後２～３年未満または院主に必要とされる技術を有していない者）という雇用関係であったようで、収入は院主が施術料金の６割、助手が４割を受け取るというところが多かった。基本的には食事付きで休日は月に２回程度。もちろん有給休暇や通勤手当などはなかった。

Ｓ３７年４月　上野信也（和歌山県）

　　上野さんが体調不良で就任早々に辞任され、田辺建雄（たなべ　たつお）さんが後を継がれた。

Ｓ３７年８月１～３日　第８回京都大会　比叡山根本中道、他

　　２４都府県が参加し、参加者は２００名を超えたようだ。記念講演は京都大学の平澤興（ひらさわ　こう）総長で、演題は「人生の不思議」。分科会は「盲人の基　本的人権は守られているか」、「三療業における雇用の現状と将来」、「盲人の各種事業経営」の３分科会が開催された。中でも特筆すべきは三療の雇用の問題で、労働基準法並みの条件を確保するため、組合作りが急務である。そのため、組合設立と発展に向けてカンパを募ることを決定した。

　　代表者会議においては、青年部会則の改正が行われ、現在の分担金にあたる部会費の徴収や、常任委員会に相当するような委員会などの設置が盛り込まれた。

　また、その他では初日に野鳥観察会が企画され、帰りは展望台やお化け屋敷を見学しつつ下山した。参加費は一人１０００円（１泊３食付き）。

Ｓ３８年？月　規定案条文作りこぼれ話！

　某月某日、愛知県豊橋市の明生会館（めいせいかいかん）にて、当時の役員数名が集まって徹夜？で話し合いをしていた。しかし、夜も深まるにつれお腹もだんだんすいてきて、そこに聞こえし夜泣きラーメン！一斉に食欲がかき立てられたがここは２階。外に出ることはできない。しかし、追いつめられると人間何をするのかわからないもので、誰かがトイレからバケツを持ち出し、それにひもをくくりつけ、お金を入れて降ろしてはラーメンを持ち上げ、お金を入れてはまたまたラーメン…。こうして夜のひとときの空腹を満たすとともに、次代への規約の条文作成もはかどったとさ…！！？

Ｓ３８年８月１～２日　第９回石川大会　森本温泉かんなん荘

　初日の午前、開会式に引き続き記念講演が行われ「和敬について」と題して石川県社会福祉協議会常務理事の古田福松（ふるた　ふくまつ）氏。午後から分科会が三つあり、「盲人運動の進むべき方向」、「職域確保の対策」、「盲人の文化生活を高めるために」が行われた。また、夜の７時から特別講演として岩橋英行（いわはし　ひでゆき）氏の「アジア盲人会議に出席して」が行われた。

　　翌日の朝は、８時半から青年部の歌の練習をした後、大会式典が開会し、午後は観光が企画され、観音荘、兼六園などの観光地をまわった。

Ｓ３９年４月　多々良友彦（静岡県）

Ｓ３９年７月２７～２９日　第１０回宮崎大会　京極ホテル

　　記念講演は「二人の私」と題して宮崎交通の岩切正太郎（いわきり　

しょうたろう）氏。最終日の代表者会議では、「自主財源の確率」、「情宣活動の強化」、「福祉・労働問題の研究」、「スポーツ振興」が本年度活動方針として可決されＮＨＫの「盲人の時間」への要望と同番組への感謝状贈呈、大会決議などを決議した。

　　また、視覚障害者の新職業として、「食用ハト」を養殖して販売するということを真剣に考えたりもしたようだ。

　　【大会決議】

１　身体障害者福祉法および身体障害者雇用促進法の完全実施を要望するとともに、盲人基本法の早期制定を要望する。

１　ＰＴ業務への盲人の進出と有効な対策。

１　生業資金貸し付け制限の緩和と大幅増額を要望する。

１　全盲校長ならびに全盲教員の優先採用など、全８項目。

Ｓ３９年９月２８日　労働省と文部省へ陳情

　　多々良青年部会長と都盲青年部の笹川、品川両氏、本部の村谷事務局長が訪問。また、このころに青年部会と若手国会議員との懇談会が行われていて、橋本前総理も。参加されていたようだ。

Ｓ４０年８月６～８日　第１１回三重大会　伊勢市神宮会館

　　参加費は２５０円で、宿泊費は１泊２食１１００円。初日の全国委員会では、機関誌「若き盲人のいぶき」の創刊や次期委員会並びに大会開催地などについて審議した。

　　翌日の研修会では、神宮皇学館大学教授・西山正容（にしやま　まさやす）氏の記念講演「神を祭る心」を聞いた。午後は３つの分科会、「盲人福祉に関する現状と今後のあり方」、「健康管理の現状と今後のあり方」、「家庭生活をいかに高めたらいいか」を開催。

Ｓ４０年９月　盲人用テープレコーダーを売り出す！

　　日盲連のはたらきかけを受けて開発したのは三洋電機で、定価２３０００円程度の機器を１３０００円（送料別）で予約開始。

Ｓ４１年４月　金沢明二（名古屋市）

Ｓ４１年７月３１日～８月２日　第１２回鳥取大会　砂丘ホテル、他

　　今大会は、過去の研修成果の反省と今後の進むべき方向の確立をテーマに討議し、その結果、①福祉は与えられるものではなく、たゆまぬ努力によって勝ち取るものである。②運動を展開するには、確信に触れた要求、問題点の究明と財源の確保、青年活動の充実強化に総力を結集しなければならない。などの結論を得た。

　　初日の全国委員会では、研修会企画委員として笹川、小野田、金沢の三名が選出された。これは、大会前年の秋の委員会で研修テーマを決める役割を担うものである。

　　翌日の午前には鳥取大学の倉信敏（くらのぶ　びん）氏による記念講演「行動の指針・統計的判断」を聞いた。午後は2分科会が行われ、代表者会議では、地方提出議題の討議の後、４１年度活動方針として、全国野球大会の開催、分担金増額などを承認。

Ｓ４１年９月　視覚障害者も加入できる災害保険と傷害保険誕生

　　日盲連を総代理店とし、今はなき協栄生命は、大蔵省の特例認可をうけ、養老または生命保険に附帯する形で災害および傷害保険を販売。

Ｓ４２年８月１３～１５日　第１３回名古屋大会　名古屋観光会館

　　大会の中心テーマとして「盲青年の自主性と適応性を高めるには」を掲げ、広く盲人が直面するさまざまな問題について研修・討議を行なった。

　　４２年度活動方針では、①組織強化対策として、青年部活動に対する会員の意識と要求の実態を把握するアンケート実施。②未組織地区（約４割）をなくするよう努力する。③体位向上対策として、盲社会人野球大会の早期実現に努めるなどを決めた。

Ｓ４３年４月　宮沢秀明（石川県）

　　この年の盲婦人大会はオリンピック青少年総合センターで開かれている。

Ｓ４３年８月３～５日　第１４回神奈川大会　横浜港氷川丸船上、他

　　研修会は、盲青年の社会的地位向上を図るにはいかにしたら良いかをテーマに、２日目に山下公園わきのホテル氷川丸で開催された。特に第１分科会では、幼児教育の必要性。盲児と弱視児の分離教育の実現など、義務教育の問題点と今後の課題について話し合い、また、高等教育においては、普通科教育の充実を図り、将来は高等部３年間は普通教育とし、その上で三療教育を受けられるようにすべきだという意見が多かった。

Ｓ４３年１２月　青年部会が本を出版

　　青年部会は「太陽よわれらに」を出版した。これは３部からなり、盲人のありのままの声を通して社会に理解してもらおうという活動の一環。第１０回宮崎大会で発行が決議されたもので、価格は２８０円で、約８千冊ほど売れた。現在、ナイーブネットでダウンロードできる。

Ｓ４４年８月２３～２５日　第１５回滋賀大会　近江八幡市・勧修寺ユースホステル

　　最近の沈滞ムード？が影響したのか、参加者は少なかったようだが、若い参加者が多く、フレッシュな大会だったようで、研修テーマは「盲人に対する差別の排除策」、「生活の知恵の交換」で、これらに関するレポート発表と検討が行われ、夜はキャンプファイヤーで楽しんだ。また、新しい活動方針として「組織財政の強化」、「ラジオ等による広報活動の活発化」をうたい、更に結婚問題についてはアンケートを行う。

Ｓ４５年４月　大河原和雄（横浜市）

Ｓ４５年７月　結婚カード配布

　　青年部会は、結婚あっせんのため、同カードを配布し、１１７枚を回収した。

Ｓ４５年８月８～１０日　第１６回岡山大会　山陽レジャーランド、他

　　大会は全国２５青年部からの参加があり、分科会は「盲人の結婚を阻む諸条件の究明とその打開策」と「今後の青年部組織のあり方」が企画され、２日目の夜にはキャンプファイヤーが行われた。

　　１日目の委員会では、４５年度活動方針を審議した。その中の組織財政強化策では、委員から、「会活動の活発化のため、各ブロック単位でテーマを設けて調査研究を行なったらどうか」との提案が出された。これに対して、情宣活動の一部として、機関誌での紙上討論会の実施を決めた。また、福祉、職業委の設置を認め、これまでのスポーツ、情宣に加えて４専門委員会を置くこととした。なお、これまでは点字版しか作っていなかった大会報告書は、弱視者の増加に応えるかたちで墨字でも作ることになった。

Ｓ４６年８月２１～２２日　第１７回東京大会　日本女子会館

　　全国の２９団体から約１００人が参加して開かれた。地域に密着した福祉活動推進のために盲人福祉センターの必要性、医療保障、矯正雇用法などについて討議した。

Ｓ４７年４月　白畠庸（京都府）

Ｓ４７年８月１８～２０日　第１８回奈良大会　文化会館

　　大会運営の合理化を図るため、１２年ぶりに婦人部との合同開催となる。記念講演では壺阪寺住職・常磐勝憲（ときわ　しょうけん）氏。議事では、緊急問題として「福祉年金と児童扶養手当の併給要求の堀木裁判支援」を決議した。

　　今大会のハイライトは、第２第３分科会で、青年・婦人合同テーマとして、「盲女性を取り巻く諸問題とその打開策」が取り上げられた。また、結婚と家庭生活、教育と職業、買い物をサブテーマに討議した。その中で、盲人だから、火の用心が悪いとの理由で、立ち退きを迫られている。盲女性の結婚は、男性の理解がないからだ。デパートやスーパーに点字表示板を！などの問題が提起された。これらについての活発な討論の結果、ホームヘルパー制度の充実とその活用。生活訓練の計画的実行を国や地方自治体に訴えることとした。

　　全国委員会や代表者会議は、青年・婦人個々に行われ、青年部では、①新職業開拓のための実態調査。②日盲連本部や各団体に結婚相談所の設置。③組織強化などを決めた。

Ｓ４８年　厚生省に陳情

　　「これからの盲人に一番必要なのは手引きボランティアだ！」と訴え、①手引きは国が費用を出し、盲人は無料に。②手引きボランティアの調整を行う事務所とその職員の人件費をと要求した。また、合わせて、数年前から盲女性には認められていた社会参加訓練事業を盲青年にも認めるべきだとも訴え、その後に認められる。

Ｓ４８年８月１０～１２日　第１９回秋田大会　秋田第一ホテル

　　「基本的人権擁護拡大のために組織し、行動する青年部へ」をスローガンに開催され、大会では、与えられる福祉から、高めあう福祉への幅広い連帯を求めた大会宣言を採択した。

　　分科会では、レクリエーション活動。三療における盲人の地位。新しい職域への進出。盲協活動と地方自治の４つのテーマで話し合われ、それぞれの集約を今年度の運動方針や決議に取り上げた。

Ｓ４９年４月　榎並稔（大阪府）

　　この４月より、障害福祉年金１級が１１３００円となる。

Ｓ４９年８月２４～２６日　第２０回島根大会　玉造温泉ホテル山の井

　　分科会は４つが行われ、法第１９条について討議されている。

　　【大会決議】

１　施術単独立法化と手技療法の細分化を阻止するために、組織の総力を挙げて戦う。

１　盲人の職域拡大としての新職業の開拓および、中途失明者の現職復帰を推し進める。

１　三療業における盲人の地位の安定と向上を図る。

１　盲人の結婚難の解消は最大の急務であることを確認し、そのために率先努力する。

１　盲人スポーツの振興を図る中で、身障者スポーツ大会の各種目において、社会人と学生の分離を実現するために率先努力する。

１　放送大学の点字受講と、国公立大学の門戸開放を実現させるとともに、現代人にふさわしい知識、教養の吸収と、自己の資質向上を図る。

１　組織の強化、拡大と、青年対策の充実および、助成を要求し推し進める。

１　ホームヘルパー、ガイドヘルパーの充実を要求する。

１　差別用語と、その底に流れる偏見を追放するよう努力する。

１　盲人の交通安全を図るために、盲人用交通標識の全国統一および、列車、バスなどの行き先案内、停車駅などの車内放送の完全実施を要望する。

１　選挙広報の点字および拡大文字版の発行を要望する。

Ｓ４９年？　アマチュア無線「ハム」

　これまで視覚障害者は、４級視覚しか受験することができなかったが、日盲連と青年部会による郵政省など関係機関への陳情により、３級の点字受験が認められることになる。

Ｓ５０年８月２６～２８日　第２１回岐阜大会　関市池尻大原・岐阜愛盲館、他

　　記念講演は「労働基準法と三療業」として、岐阜労働基準監督局課長・松原啓介（まつばら　けいすけ）氏を迎え、その中で「三療業も労基法の対象内」という見解に対し、質問が集中し、同課長は「自由な休憩時間以外は労働時間」という見解を示した。また、大会参加者２６１名を対象に大きく四項目に分かれたアンケートを実施している。その項目とは①結婚問題解決の実践とその課題。②三療業の将来。③ボランティアと私達。④私達と基本的人権。

Ｓ５１年４月　松本保男（富山県）

　障害福祉年金１級が２０３００円。２級は１３５００円になる。

Ｓ５１年８月２０～２２日　第２２回茨城大会　水戸市文化福祉会館

　分科会は四つあり、盲青年と歩行では、大会を前にアンケート調査を実施し、特に不得意と思うものでは会食が一番多く、９２人で全体の２０パーセント。次いであいさつ、買い物、立ち居振る舞い、接客であった。

　盲人と人権では、金融機関からの融資に際し厳しい条件が付けられる現実や、民法１１条　準禁治産者の保護条項の正しい運用などの具体例が紹介され、一般社会の正しい理解を得るよう運動する必要が強調された。

　福祉活動と晴盲一体では、ボランティアグループとの提携、地域での啓蒙と理解、そして盲人の身勝手な要求や振る舞いを反省、社会に飛び込む必要があるとした。

　三療の将来では、不況と物価高、それに老人医療の無料化から仕事量が減っている現実が話し合われ、保険取り扱いを積極的に進める方向を打ち出した。また、ヘルスキーパーとして進出するため、各種福祉施設、一般企業への働きかけが強調された。

　代表者会議では、「盲青年社会生活教室」の全国的実施を柱とする今年度運動方針と、部会費２５００円から４０００円への値上げを決めたが、３６団体しか納めていないことに対し、組織力の強化が強く求められた。

Ｓ５２年８月２６～２８日　第２３回大阪府大会　大阪府盲人福祉センター、他

　沖縄県が初？参加。最終日には久宝寺緑地公園や身障スポーツセンターを見学した。

Ｓ５３年４月　田代浩司（福岡県）

　当時の青年部長は３５歳までで、日盲連の理事となっていた。また、このころに体力テストを全国規模で行った。

　他には、昭和５１年の調査では、盲導犬は全国に１８５頭で、ロボット盲導犬の研究もはじまる。

Ｓ５３年１月　全国盲人卓球大会

　数年前の青年部会の提案をきっかけに、日盲連と各団体の協力により、岡山県にて第１回全国盲人卓球大会が開催された。また、同年１１月には第２回大会が富山県にて開催された。

Ｓ５３年１０月１３～１５日　第２４回熊本大会　熊本センターホテル

　初日に行われた全国代表者会議では、「親団体のミニ版ではなく、青年部会の独自性を出すべきだ」という意見が出され、資金やＰＲ不足が指摘された。二日目には３分科会が行われ、特に第三分科会では、盲青年が共通の時間を持てるようにと「日曜定休の全国一斉実施」を要望した。他にはレクリエーション研修が行われ、オーディオ研修と生活マナー（冠婚葬祭）が行われた。記念講演は日盲連副会長の村谷昌弘氏。

Ｓ５４年８月２４～２６日　第２５回岩手大会　岩手市町村職員共済ビル

　分科会は結婚、職業、組織強化の三つで、懇親会では名物の「わんこそば」大会が催され、百杯を超す者も数人出た。

Ｓ５５年４月　堀井功（京都府）

　活動方針として、①統合教育の促進。②民法第１１条の正しい理解と運用を。③無資格者対策など。また、雇用率を上げる促進法ではなく、雇用を義務化する雇用法の成立を訴えた。

Ｓ５５年８月２２～２４日　第２６回高知大会　三翠園ホテル

　分科会は職業、結婚、組織強化の３本立て。記念講演はなく、桂浜へのバスハイクを行った。

Ｓ５６年８月２８～３０日　第２７回札幌大会　札幌市身体障害者福祉センター、他

　分科会は完全参加と平等とは何かや、職業問題が討議された。記念講演はなく、レクリエーションとして北海道開拓記念館と野幌森林公園の散策。参加費は１０００円。

　５５年度の経過報告の中に盲青年の結婚問題があり、数組が“橋渡し工作”にて結婚されたと書かれていた。“橋渡し工作”とはどんなことだろう…？

　またこの年、国際障害者年記念として「音のいぶき」を発刊。これは、全国各地で活動しているバンドやグループ、故人を紹介するもの。

Ｓ５７年４月　細川哲夫（石川県）

Ｓ５７年８月２７～２９日　第２８回静岡大会　グランドホテル中島屋

　初日の午後の代表者会議では青年部会規定の改正についてという議題が討議され、夜の交流会には県レクリエーション指導者連盟会長の中村美之（なかむら　よしゆき）氏を招いた。二日目の午後は登呂博物館、三保の松原、日本平などをそれぞれ散策した。記念講演は「視覚障害者と文字文化」という演題で日本漢点字研究会会長の川上泰一（かわかみ　たいいち）氏を招いた。

Ｓ５７年９月　青年部会規定改正

　これに合わせ、名称が青年部会から青年協議会に改称された。当時の常任委員は会長、副会長２名、会計、書記、組織対策、福祉対策、職業対策、スポーツ対策、情宣の計１０名。

Ｓ５８年８月２５～２７日　第２９回滋賀大会　びわ湖ツーリストホテル

　５９年度から分担金が８０００円から１２０００円になる。分科会では盲青年の基本的人権についての討議が行われた。記念講演は「盲青年の社会参加と平等」について、京都産業大学の田村洋行（たむら　ひろゆき）教授。大会参加費は１５００円。

Ｓ５９年４月　菊池信（札幌市）

Ｓ５９年８月１７～１９日　第３０回東京大会　中野サンプラザ

　記念講演は労働省大臣官房審議官の野見山眞之（のみやま　まさゆき）氏で、演題は「視覚障害者の就業保障をどう図っていくか」で、分科会は視覚障害者の基本的人権、三療の危機、スポーツ活動の促進の三つ。また、大会当日には一昨年前に来日した中国盲人聾唖人協会副主席のコーさんが婦人とともにひょっこり顔を出すというハプニングもあった。　　

【大会決議】

１　福祉切り捨てに反対し、障害別、程度別に応じたきめ細やかな福祉政策をすすめるよう要求する。

１　完全参加と平等を達成するため、特に職業面における差別を撤廃するよう要求する。

１　盲三療家の業権を守るため、按摩師等法第１９条の堅持。晴眼免許取得者の抑制。無免許者の絶滅を厚生省に要求する。

１　健康保険診療報酬におけるマッサージ点数を改正し、病院における視覚障害者の職域を確保するよう、厚生省に要求する。

１　身体障害者雇用促進法の中に障害別、程度別の規定を設け、国および地方自治体や一般企業での雇用の場を拡大し、視覚障害者の職域を確保するよう要求する。

１　点字を公用文字とし、全ての公文書を点字で発行するとともに、点字および拡大文字による公務員採用試験を実施するよう、国や地方自治体に要求する。

１　視覚障害者の読書権を保障するため、点字・拡大文字における書籍の価格差の補償。公共図書館における視覚障害者サービスの普及。点字図書館の充実など、読書環境の整備や充実を国や地方自治体に要求する。

１　オプタコン、拡大読書器、ワードプロセッサーなどの視覚障害者が普通字を読み書きするための高額な補助器具に対し、低額で取得できる制度や、貸出制度の設置を関係方面に要求する。

１　風水害や地震などの自然災害から身を守る安全対策の早期確率を要求する。

１　交通安全対策、施設の改善、ガイドヘルパーの全国ネット化などの、盲青年の社会参加が促進できるような諸条件の整備を要求する。

１　盲青年のスポーツ推進のための体育施設・設備の拡充を要求する。

１　盲青年の結婚を促進するため、結婚相談事業の実施を呼びかけるとともに、家庭生活における障害を補うための諸制度の拡充や、使いやすい家庭用器具の開発を要求する。　

１　盲青年の基本的人権の確率を組織活動としてすすめるとともに、ひとりひとりが地域活動に積極的に参加し、交流と理解を深める。

Ｓ６０年８月２３～２５日　第３１回神奈川大会　湯河原温泉

　記念講演は２題あり、日興證券（株）証券貯蓄部長の森田幸夫（もりた　ゆきお）氏。演題は「金融革命と証券貯蓄」。タレントの永六輔（えい　ろくすけ）氏は「ここは地球の真ん中」という演題で話された。大会参加費は１５００円。

Ｓ６１年４月　菊池信（札幌市）

Ｓ６１年８月２２～２４日　第３２回兵庫大会　明石市民会館

　今大会は「日本標準時制定１００周年記念」事業協賛。記念講演は「宇宙の中の地球」で、明石天文科学館長の河野健三（こうの　けんぞう）氏と、「魚と食品」として俳人の助川助六（すけがわ　すけろく）氏。二日目の分科会は「組織強化と福祉問題」、「職業対策」、「スポーツ振興」がそれぞれ討議され、福祉問題では年金法改正に当たり、所得制限の撤廃を要求。職業対策では、同年一月に神戸市に開校した晴眼者養成施設に対する反対を唱え、今後は、施設開校の構想が出されたらできるだけ早期に情報をキャッチし、反対行動を取ることを申し合わせた。また、同分科会には全鍼師会の青年部代表がオブザーバー参加していた。

Ｓ６２年８月２９～３１日　第３３回新潟大会　ホテル湖畔

　記念講演は新潟放送のパーソナリティー、大倉修吾（おおくら　しゅうご）氏。分科会は四つあり、第１は組織強化。その一環として結婚問題が取り上げられ、座長が出席者中より未婚者を尋ねたら、３６人中１８人が未婚だった。早速、夕食後に未婚男女の集いが計画された。また、初めてバレーボールの実技が行われ、ここが、現フロアバレーボールの原点だと思われる。二日目の午後にはウォークラリーがあり、市内を見学。

Ｓ６３年４月　白倉啓（東京都）

Ｓ６３年８月１９～２１日　第３４回栃木大会　宇都宮市青年会館、他

　初日の夕食後には、助言者に村谷昌弘日盲連会長を迎え、青年男女が集まって結婚セミナーを開いた。また、職業分科会では、保険取り扱いに関する問題が討議され、スポーツ分科会では、日本身体障害者スポーツ協会の加藤博志（かとう　ひろし）理事が盲人バレーボールのルール統一に向けての調整を提案された。

Ｈ元年７月２８～３０日　第３５回北海道大会　パシフィックホテル・他

　記念講演は「函館の歴史と文化を語る」と題して郷土史研究家の若山得次郎（わかやま　とくじろう）氏。分科会としては、福祉、文教、組織、職業などが行われた。

Ｈ２年４月　本山裕志（島根県）

　今期から青年協議会常任委員に事務局が新設された。

Ｈ２年８月２４～２６日　第３６回川崎大会　箱根高原ホテル

　記念講演は「点字図書製作の現状と今後の課題」と題して、国立国会図書館視覚障害協力室長の北川和彦（きたがわ　かずひこ）氏。分科会はガイドヘルパーや盲導犬について。あはき法や健保取り扱い、病院マッセルの現状について。バレーボールのルール研究と実践がそれぞれ行われた。

Ｈ３年８月２３～２５日　第３７回広島大会　広島国際会議場、他

　　第１分科会では「平和の意義」についての討議が行われた。最終日には原爆慰霊碑参拝のあとに大会式典があり、記念講演は「平和都市・広島の果たす役割」として、広島平和文化センターの河合護郎（かわい　ごろう）氏。その後、被爆資料も学習した。

Ｈ４年４月　本山裕志（島根県）

Ｈ４年８月２１～２３日　第３８回東京大会　中野サンプラザ

　　分担金が１２０００円から１８０００円に改訂された。バレーボールのルール統一の一環として、使用するボールに音源を入れるか入れないかでスポーツ分科会出席者による賛否がとられ、現在のフロアバレーボールの基礎が整っていく。記念講演は、元ＮＨＫアナウンサー、日本スポーツ芸術協会理事の鈴木文也（すずき　ぶんや）氏で、演題は「もう一つのスポーツ放送」。

Ｈ５年８月２９～３１日　第３９回札幌大会　ホテル札幌ガーデンパレス

　　婦人協議会（現女性協議会）との合同大会となった。懇親会は宮ノ森ガーデンで行われ、記念講演は日盲連の村谷会長。分科会は四つあり、全て合同で行われた。

Ｈ６年４月　本山裕志（島根県）

Ｈ６年５月　青年協議会から初の礎賞受賞者を出す

　　大橋博（おおはし　ひろし）さん「滋賀県」が、日盲連全国大会にて礎賞を受賞。

Ｈ６年８月２６～２８日　第４０回鹿児島大会　ステーションホテル鹿児島

　　記念講演は元関取・錦洋（にしきなだ）氏。演題は「私の歩いた人生」で感動を呼ぶ。今回より第２分科会が日常生活一般になる。また、第３分科会のスポーツ振興も、次回からはニュースポーツ体験を取り入れていこうということになった。

　　【大会決議】

１　障害者基本法の理念に基づくきめ細やかな障害者対策の具体化。

１　障害基礎年金の大幅アップと所得制限の撤廃。

１　音声ワープロなどの日常生活用具化。

１　視覚障害あはき業安定のため、カイロ等の規制およびゴールドプランの訪問看護班への加入。

１　視覚障害者対象の福祉工場の設置。

１　保険取り扱いの改善。

１　各種機器が触覚および音声で操作できるよう改善。

１　ＪＲ特急料金の５割割引。

１　誘導ブロックの全国統一。

１　全国身障者スポーツ大会にバレーボールの採用。

Ｈ７年３月　画期的！機関誌がテープ化。

　機関誌「いぶき」が第４６号からカセットテープ版として登場。初代パーソナリティーは金村さんと板谷さん。

Ｈ７年６月　大幅な規約改正の原案作り終了

　　青年協議会規定の改正案と、選挙規定の原案を作成。青年協議会が大きく動き出す！

Ｈ７年８月１～２日　スポーツ連盟協議会

　記念すべき第１回スポーツ連盟協議会代表者会議と種目別研修会が東京都新宿区の戸山サンライズで開催された。

Ｈ７年８月２５～２７日　第４１回宮城大会　仙台シルバーセンター

　　代表者会議において青年協議会規定の改正と、選挙規定が承認される。また、スポーツ分科会はタンデム自転車を体験した。記念講演は、シンガーソングライターのさとう宗幸（さとう　むねゆき）氏で、「ふれあいの時を求めて」というテーマのトーク＆ライブ。大会参加費は一人２０００円。

Ｈ８年３月　荒れる年度最終常任委員会

　　第４１回宮城大会の代表者会議において選挙規定も承認されたが、日盲連理事会にて一部修正が加えられたことについての事務手続きに不備があるとし、再度、代表者会議にかけることになった。

Ｈ８年４月　本山裕志（島根県）

　　今年度より、常任委員会の編成が変わり、副会長が１名になり、書記が事務局に統合。福祉と職業が社会対策に、情宣と組織が組織対策にそれぞれまとめられた。また、今年度より、歴史的？なこととして、初の助成常任委員が誕生。

Ｈ８年８月２３～２５日　第４２回神奈川大会　平塚中央公民館、他

　　代表者会議で選挙規定が承認される。また、第２分科会では電子レンジがプレゼントされた。新スポーツとしては、ゴールボールとサウンドテニスが実施された。記念講演は、車椅子の女優・萩生田千津子（はぎゅうだ　ちづこ）氏。演題は「車椅子の女優として私の生きてきた道」。別件として、この年より携帯電話所有者が激増していく。

Ｈ９年８月２２～２４日　第４３回島根大会　ニューアーバンホテル

　　新しい青年協議会選挙規定が初めて施行され、金村厚司さん「愛媛県」が次期会長に選出された。

　　第１分科会の社会対策では歩行環境の新しい動き。第２分科会では視覚障害者のファッション。第３分科会はフロアバレーボール実技がそれぞれ取り上げられた。記念講演は津軽三味線の演奏家で横手明山（よこて　めいざん）氏のライブ。

Ｈ１０年４月　金村厚司（愛媛県）

　　当初は社会対策が空席でスタート。

Ｈ１０年５月　ブライトスター賞受賞

　　長年、フロアバレーボールのルール統一に尽力された鈴木孝幸（すずき　たかゆき）さん「神奈川県」が、日盲連全国大会にてブライトスター賞を受賞。

Ｈ１０年７月２４～２６日　第４４回青森大会　JALシティーホテル

　　青森ねぶた祭の雰囲気いっぱいの大会となり、懇親会は八甲田丸で行った。また、青年協議会の愛唱歌を作ることになり、募集をはじめる。第３分科会ではインラインスケートを体験。記念講演は「青森県の民謡と津軽三味線の神髄」と題して菊池鉄男（きくち　てつお）氏と南洋悦（みなみ　ようえつ）氏のライブ。

Ｈ１１年８月２７～２９日　第４５回鳥取大会　米子ワシントンホテル、他

　　記念講演は元横綱・琴桜（ことざくら）の佐渡ケ崖（さどがたけ）親方。代表者会議では、保険加入と携帯電話に関するアンケートを実施することになった。分科会では電子マネーとデビットカード、ユニバーサルデザインについてと、グラウンドゴルフが紹介された。また、愛唱歌が発表され、合わせて青年協議会の歌の一部の歌詞が変更（青年部 → 青年協）になり、音源もシンセサイザーを使っての伴奏に一新された。

Ｈ１２年４月　金村厚司（愛媛県）

　　当初、予定していた組織対策担当が辞退され、秋まで空席となる。

Ｈ１２年８月２５～２７日　第４６回和歌山大会　アバローム紀の国

　荒れる代表者会議！あれは思い返しても恐ろしい～。第１、２分科会では視覚障害者の投票に関する現状と課題。記念大会についての話し合いが行われ、第３分科会ではプールにおいてカヌー体験が行われた。記念講演はピアニストの白樫幸子（しらかし　さちこ）氏のライブ。

Ｈ１３年８月２４～２６日　第４７回徳島大会　ホテル　・クレメント

　とにかく、ホテルが立派ですごかった！第１分科会では交通バリアフリーの現状。第２は組織強化策。第３はビームライフルを体験。第２分科会では緊急企画として「新しく登場する音声対応携帯電話の将来」として、ＮＴＴドコモの商品開発担当者を招く。記念講演は真言宗・願成寺（がんじょうじ）住職の大西智城（おおにし　ちじょう）氏。演題は「男女（とも）に生きるよろこび」。

Ｈ１３年１０月　ＩＴに関するアンケート

　　厚生労働省の委託で「視覚障害者のＩＴ利用の実態調査」を全国の青年部員を対象に実施。

Ｈ１４年４月　西村秀樹（滋賀県）

　メーリングリストが開設され、ＩＴ活用が本格化。

Ｈ１４年８月２３～２５日　第４８回福井大会　ぐらばあ亭、他

　支援費制度に関する分科会では、いろんな立場の方々をパネラーとして招いて意見交換を行い、また、“食”に関する分科会では、大塚製薬から講師を招き、乱れがち？な食生活についてのアドバイスをいただいた。新スポーツとしては綱引きを体験。記念講演は落語家の林家鉄平（はやしや　てっぺい）師匠。また、紙幣が２０年ぶりに一新されるとのことで、その見本となるものを見て意見を出し合ったが、結局は既に大枠が決まっていたという…。やるせない！

Ｈ１４年１０月　ブラインドサミット出席

　　協議会長と組織対策担当が出席し、アジア諸国の事情を聞くことができたが、日本とはかなり異なる現状に愕然。

Ｈ１５年４月　新たな日常生活用具

　　視覚障害者活字文書読み上げ装置が日常生活用具に加えられた。

Ｈ１５年５月　ＩＴの活用第２弾！

　　メールによる青年協議会発行文書の送信を開始する。当初は２９団体。

Ｈ１５年７月１９～２１日　第４９回長崎大会　センチュリーホテル

　　大会前日、集中豪雨と長崎本線での列車脱線事故が重なり、長崎入りがたいへん困難になったが、一人の欠席者もなく、近年では最大級の盛り上がりを見せた。代表者会議では、選挙規定の一部を改正することが決まり、原案作成に着手する。また、分科会は盲ろう者とのコミュニケーションとして、山口県より講師を招き、平和学習分科会では、被爆体験の語り部をされている城代（じょうだい　みちこ）氏の講演とグループ討議。新スポーツ体験ではボウリングを実施した。記念講演はさだれいこ氏のトーク＆ライブ。

Ｈ１６年４月　西村秀樹（滋賀県）

　　４月より、日常生活用具の盲人用録音機としてプレクストークポータブルレコーダーが認められた。

Ｈ１６年１０月２９～３１日　第５０回記念東京大会　国立オリンピック記念青少年総合センター

　青年協議会５０年の歴史がまとめられた記念誌を発行。代表者会議では、選挙規定の一部改正（案）が執行部より提案される。分科会はデジタル放送関連、交通バリアフリー関連、国際的なブラインドスポーツの体験型研修。二日目の夕方にはオプショナルツアーが企画され、夜通しフロアバレーボールも実施。最終日には５０周年記念パーティーを催し、歴代協議会長を招待。

ＭＬの情報箱

　※　以下、投稿番号、投稿日、要旨、備考（ＵＲＬや問い合わせ先電話番号など）の順

１　ＩＴ情報箱

0206　2002/9/4　　電話でネットにアクセスするサービス「ＭＴＴ vポーたる」

　天気予報、占い、ゲームなど、いろいろな番組があり、１分２０円必要。

　電話　０５７０－００３－３０３

0251　2002/9/10　　ネットで歌詞を検索　「歌ネット」

http://www.uta-net.com/index.html

0256　2002/9/10　　ファーストフードチェーン店のオフィシャルウェブのリンクが集められているインターネットカフェ「i-tea」

　　http://www.arcadia-ent.co.jp/i-tea/sub/kousiki/frame_ko12.html

0430　2002/10/24　　音声ゲームの紹介

　画面を見ないでウインドウズパソコン

　http://www.lares.dti.ne.jp/~tomof/download/orisoft.htm

　ルーモ21・ｗｉｎｄｏｗｓがしゃべるんです

　http://lumo21.net/soft/game/dq.htm

0481　2002/11/18　　ナイーブネット　http://www.naiiv.gr.jp

0543　2002/12/14　　国土交通省が「鉄道版コンシューマー・レポート」を公開

　http://www.mlit.go.jp/tetudo/index_files/menu.html

0550　2002/12/16　　スクリーンリーダーで遊べるゲーム

http://members.ld.infoseek.co.jp/katsu43/play/play.html

0635　2003/1/16　　点字ＪＢニュースがネットで閲覧　http://www.jbnews.or.jp/　

0721　2003/3/4　　Ｉ文庫　http://ibunko.com/

0740　2003/3/18　　四国新聞、視覚障害者が利用することを前提に作られているニュースサイト

耳より新聞　http://voice.shikoku-np.co.jp/

0766　2003/4/4　　支援費指定事業者の検索　http://www.wam.go.jp/index.html

0920　2003/6/11　　ＪＢＳのインターネット放送「ＪＢＳクラブ」　http//jbs.or.jp

　電話　０１２０－７６４－５３０

1098　2003/7/25　　インターネットラジオ「佐田玲子のレイコランド・カフェ」

http://www.adapt.co.jp/reiko/radio.html

1158　2003/8/8　　ＮＴＴドコモのハーディー割引

http://www.nttdocomo.co.jp/b_free/hearty.html

1176　2003/8/25　　メルマガ「週間福祉情報」

アメディアが一週間分のウェブサイトに掲載された福祉関係のＵＲＬのみをまとめた。　http://www.amedia.co.jp/fukusi/index.html

1183　2003/8/29　　スケジュール管理ソフト「DBCalen」

　　http://www.dokidoki.ne.jp/home2/nobusan/DBCalen102b.lzh

1186　2003/8/31　　総務省、住民基本台帳ネットワークシステム推進協議会

http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/

1188　2003/8/31　　視覚障害者の性に関するｍｌ

ひまわりクラブ（男女とも参加可）

　　http://www.freeml.com/ctrl/html/MLInfoForm/himawarikurabu@freeml.com

ひまわりっこ（女性のみ）

　　http://www.freeml.com/ctrl/html/MLInfoForm/himawarikko@freeml.com

1284　2003/10/10　　視力の低い人や目が疲れやすい人でも、岐阜市のＨＰを快適に閲覧できるように様々な工夫を施したもの。

1317　2003/10/17　　国土交通省、高齢社会の公共空間の色彩計画配慮指針案

1372　2003/11/8　　公職選挙法の閲覧

　http://www.houko.com/00/01/S25/100.HTM

1394　2003/11/17　　郵便局、インターネットホームサービス

http://www.yu-cho.japanpost.jp/service/ihs/ihs.htm

1425　2003/11/28　　生活者参加型、ユニバーサルデザイン開発支援サイト

http://www.yasashiimono.com

1426　2003/11/28　　ライオン製品＆生活情報「音メール」

電話　０３－３６２１－６６１１

ｅメール　hidetuka@lion.co.jp

1484　2003/12/30　　日本フィランソロピー協会運営のインターネットサイト「声の花束」内のこえたばパーソナルサービス　http://www.koetaba.net

1531　2004/1/28　　厚生労働省、新着情報配信サービス

　　http://www.mhlw.go.jp/shinchaku/index.html

1546　2004/2/3　　日本点字図書館と日本ライトハウスが共同で、インターネットによる録音図書配信サービス

http://www.nittento.or.jp/ROKUON/haisinannai.html

1547　2004/2/4　　ＡＮＮニュース速報メール通知サービス

　　http://premium.mag2.com/ann.html

1769　2004/6/17　　視覚障害者向け道案内サービス、「ことナビ」

http://www.mainichi.co.jp/universalon/report/2004/0601.Html

　

２　日常生活一般情報箱

①　点字ブロック関連情報

0338　2002/9/26　　新デザインで転落防ぐ、駅ホームの内方線付き点字ブロック

0662　2003/2/5　　歩道上の警告ブロックの敷設方法について

1273　2003/10/6　　点字ブロックのＪＩＳ企画の紹介

1274　2003/10/6　　点字ブロックのＪＩＳ企画情報、「財団法人　日本規格化協会」

http://www.jsa.or.jp/

墨字本の注文先　東京本部普及業務課

　　ＦＡＸ　０３－３５８３－０４６２

1276　2003/10/6　　点字ブロックのＪＩＳ企画や敷設方法の説明

（札幌市のＨＰ）

http://www.city.sapporo.jp/fukushi/SETSUBI/jireisyu/kijyun/kijyun_26.htm

　（大阪府のＨＰ）

http://www.pref.osaka.jp/osaka-pref/kenshi/yasasiku/jis.htm

1586　2004/3/4　　大阪市建設局による点字ブロックの視力での識別についての調査報告

1663　2004/5/5　　ＮＨＫ教育テレビ「福祉ネット」、あなたの知らない点字ブロックの話　

　②　点字メニュー

0234　2002/9/9　　ＣｏＣｏ壱番屋（カレーチェーン店）の点字メニュー表

0243　2002/9/9　　すかいらーく、ロイヤルホスト、バーミアン、和民、デニーズ、ココス、ガスト、カーサなどには点字メニューがある。

0260　2002/9/10　　びっくりドンキーの点字メニュー

1411　2003/11/22　　点字メニュー作成に取り組むボランティアサークル、ブレールワークス　　http://www.brailleworks.jp

1422　2003/11/27　　点字メニューがある２３０店舗を紹介したガイドブック（京都市内と一部府県）

ｅメール　masa-o@kyoto.zaq.ne.jp

1543　2004/2/1　　ＰＩＺＺＡ－ＬＡ、メニューにＳＰコード表記

1699　2004/5/20　　ピザ・カリフォルニアへのはたらきかけにより、点字メニューと、ＨＰにテキスト版のメニューが設置

③　便利グッズ

0131・0132　2002/8/21　　サインガイドヘルパー「ハミデンゾー」

発売元　桜雲会

電話・ＦＡＸ　０３－５３３７－７８６６

0185　2002/9/2　　視覚障害者も遊べるゲームなどの紹介

0585　2002/12/27　　ちょっとした洗濯や掃除に便利か？！「セスキ炭酸ソーダ」

　http://www.live-science.com/honkan/partner/sesquicarbonate.html

1238　2003/9/26　　点字ビーズ名札

1658　2003/5/1　　企業組合カトレア・サービスの安価な新しい点字プリンター「アーチＢＰ２」

1715　2004/5/29　　切れ込み入りうどん「うどん双樹」

1768　2004/6/17　　スクリーンプロセスクニエダ製「パック食品用点字シール」

④　公共交通機関情報

0056　2002/6/27　　京都の市バスや市営地下鉄の時刻「京都市交通局」

http://www.city.kyoto.jp/kotsu/main.htm

0058　2002/6/28　　全国JRの時刻が知りたい「ハイパーダイヤ」

　　http://www.hyperdia.com/hyperWeb/

　ＪＲ西日本管内の時刻を知りたいとき「ＪＲお出かけネットのマイダイヤ」

　　http://www.jr-odekake.net/

0076　2002/7/25　　ＪＲ西日本、電話でチケット予約

　　電話　００８８－２４－５４８９

0225　2002/9/7　　大手電機メーカーとＪＲ東海が、超指向性スピーカーと音声を超音波に乗せて運ぶことにより、ある一定のポイントにしか音がきこえないようにするというシステムを開発中。　　

0363　2002/10/4　　関東地区の私鉄に乗る時に便利「パスネット」

0371　2002/10/7　　関西の私鉄に乗る時に便利「するっとｋａｎｓａｉ」と、関西地区のＪＲで使えるカード「ICOCA」

0699　2003/2/24　　ＪＲ東海保有の新幹線車両に点字表示

1459　2003/12/13　　大阪市営地下鉄内に視覚障害者用案内サイン導入

http://www.kotsu.city.osaka.jp/

⑤　日常生活に役立つ情報一覧

0035　2002/5/28　　テレサポートNET　http://www5d.biglobe.ne.jp/~sptnet/

0759　2003/3/1　　投票用紙に点字表示

0765　2003/4/4　　ローソンのポストに点字表示

1169　2003/8/19　　高速道路や有料道路などでの身体障害者向けの割引がｅｔｃを利用した場合にも適用

1185　2003/8/30　　ＰＨＳを除く携帯メーカー４社全てで障害者割引、または障害者専用プランを適用

1193　2003/9/2　　ドコモの携帯Ｆ６７２ｉ「ラクラクホンⅢ」が発売。

1362　2003/11/4　　ＡＳＫＫの「てんてん」　http://www.askk.co.jp

1367　2003/11/5　　松下産業機器の「ものしりトーク」

1383　2003/11/15　　異種泣き交わし式音響信号機の全国統一化について

1391　2003/11/17　　県議会選挙ポスターに点字表示あり（長野県上田市）

1409　2003/11/21　　日常生活用具品目に「視覚障害者用ポータブルレコーダー　

ＰＴＲⅠ」が認められた

1424　2003/11/28　　カラー拡大読書器「クイックルック」や、ものしりトーク、拡大読書器「アシストビジョンスライダーＡＶ－３００」

（株）大活字　０３－５２８２－４３６１　http://www.daikatsuji.co.jp

1429　2003/11/30　　らくらくホンⅢのマニュアルが点字化

1516　2004/1/14　　音響機器開発のＦＰＳ製、特殊平面波スピーカー

1523　2004/1/19　　TVキャプチャーＢＯＸにより、パソコンとスクリーンリーダーを使って予約録画できる方法

1536　2004/1/29　　日本郵政公社、ニュー福祉定期郵便貯金

1604　2004/3/19　　金沢市内で、歩行者等支援情報通信システム（ＰＩＣＳ）の運用開始

1613　2004/3/26　　国土交通省、急な道路工事も携帯に知らせるプロジェクト

1645　2004/4/22　　視覚障害者に優しい交差点（鹿児島市）

1646　2004/4/22　　視覚障害者と聴覚障害者をつなぐコミュニケーション支援ツール「ユビツキー」

　http://www.j-ecology.co.jp/eco5-ubitzky.htm

1656　2004/4/28　　秋田銀行は、音声や触覚記号で案内するＡＴＭ設置を拡大

http://www.akita-bank.co.jp/annai/news/160415.html

1692　2004/5/3　　国土交通省、岐阜県高山市にて、「交通バリアフリー　移動情報の提供実験」

1738　2004/6/3　　郵政省、郵便物の不在配達通知カードを希望する人は登録を

1744　2004/6/5　　名古屋でのＩＴＳタクシー、情報端末に直接配車依頼

電話　０１２０－９２３－７４１

1757　2004/6/15　　ＮＰＯ法人　ＪーＰＯＳＨによる乳がんの理解を深める啓発事業、点字とテープ、ＣＤでリーフレットを作成（無料配布）

　電話　０６－６９１０－２９００

1796　2004/7/6　　児童手当が小学校３年生まで拡大　

1797　2004/7/6　　視覚障害者のための公共トイレ音声案内システム

http://www.hokuriku-bt.go.jp/press/2004/pre040705.html

　　３　２年間のＭＬと社会の動き

①　協議会、並びに会員がＭＬに呼びかけた情報募集

0047　2002/6/3　　ＰＤＦファイルへのアクセスに関する意見募集

0049　2002/6/7　　視覚障害者へ向けた携帯電話端末とサービスについてのアンケートの募集（慶應大学、桑原研究会）

0068　2002/7/13　　歩車道間の段差切り下げについて、調査並びに提言の依頼

0108　2002/8/15　　各地の身体障害者手帳の形状について

0188　2002/9/3　　視覚障害者スポーツにおけるアイシェード（ゴーグル）使用に関する情報と意見交換。　　　　

0230　2002/9/8　　財務省宛に、新紙幣についての意見を投稿しよう！

0265　2002/9/10　　神奈川県のＨＰ、視覚障害者にも見やすいＨＰを作るための意見募集

0359　2002/10/3　　ダスキン、障害者リーダー育成海外研修のご案内

0442　　2002/10/31　　携帯電話に関するアンケートへのご協力のお願い

0577　2002/12/24　　全国９ラジオ局で、チャリティーミュージックソンの放送始まる

0619　2003/1/9　　全国障害者スポーツ大会、開催要項などの改正についての意見募　集

0666　2003/2/7　　各地区のグランドソフトボール大会の参加費、分担金の情報を求

　む

0676　2003/2/15　　支援費の状況についての質問、視覚障害者が受けられるサービスの範囲について

0694　2003/2/21　　音による移動支援方策ガイドライン及び、視覚障害者用ブロックガイドライン説明会（近畿地区）

0795　2003/4/17　　点字ＪＢニュース、ＨＰサンプルについての意見募集

0818　2003/5/1　　気象庁ＨＰに関してのアンケート

0905　2003/6/5　　日盲連、支援費制度に対する意見と要望

1248　2003/10/1　　点字ブロックについての意見募集

1293　2003/10/14　　「公共の建築物内において、点字ブロックを敷設するかしないかは、そこを視覚障害者が利用するかによって判断してよいのか」という問題に　対する意見募集

1295　2003/10/15　　視覚障害者の行動特性と海に対する意識調査（日本大学理工学部海洋建築工学科）

1381　2003/11/13　　携帯電話「ムーバＦ６７２ｉ」に関してのアンケート調査

1444　2003/12/7　　多目的トイレに関する意見募集

1570　2004/2/25　　理容業組合ヘルパー資格取得研修会が各地で開催、視覚障害者への支援に関する意見を出し合いましょう。

1655　2004/4/28　　愛媛県のＮＰＯ法人、障害者より歌詞を募集

1659　2004/5/1　　４－５年前に青年協議会の社会対策部が行った調査結果の冊子の捜索

1669　2004/5/7　　各地方自治体のタクシーチケット交付状況の調査

1717　2004/5/31　　金融機関のネットバンクの使用料についての情報募集

1737　2004/6/3　　過去の全青大会のプログラム資料を捜しています

1743　2004/6/4　　全青長崎大会でのエピソード募集

1758　2004/6/15　　視覚障害者でも使用可能な銀行ＡＴＭの情報募集

1761　2004/6/16　　オリンピック関連のテレビ放送に対する視覚障害者への配慮や対応を求めると共に、視聴者としての意見を募集　

②　公的に呼びかけられてきたパブリックコメント募集

0214　2002/9/5　　国土交通省道路局、道路の移動円滑化整備ガイドラインについて

0427・0428　2002/10/24　　欠格条項改正に伴う医師・歯科医師国家試験に関する検討会中間報告（案）について

0429　2002/10/24　　駅の新型ブロックについて

0487　2002/11/19　　新障害者プランについて

0491　2002/11/21　　今後の特別支援教育のあり方（中間まとめ）について

0918　2003/6/11　　あはき師に関する広告可能な事項について

　　４　各地の情報箱

①　各団体青年部活動の情報　

0022　2002/5/20　　部員の親睦を深めるためにＭＬを作り、行事案内や趣味の話しなど活発にやり取りしている（広島市）

0126　2002/8/19　　テレサポート体験会開催（群馬県）

0166　2002/8/30　　ボランティアとのふれあい事業として、海辺でキャンプや登山。その他、盲導犬の理解を深めるための学習会やボウリング大会、フロアバレー大会などをしている（鹿児島県）　　　　

0182　2002/9/2　　年２回程度の野外活動、毎月１回のパソコンクラブ（大阪府）

0234　2002/9/9　　部員より、点訳希望のお店を聞き、年２回の点字メニュー作成会を開催（岡山県）　　　　

0497　2002/11/26　　宮城県で東北盲人福祉大会

0688　2003/2/18　　富山県で北信越ブロック会議を開催し、青年部と女性部共催で結婚について討議

0769　2003/4/6　　駅の設備の検証（愛知県）

0819　2003/4/29　　ハンディキャップテニス体験（石川県）

1129　2003/7/30　　第４９回全国盲青年研修大会報告（長崎県）

1175　2003/8/24　　ＦＶＢの交流大会（福井県）

②　日盲連関連情報

0053　2002/6/11　　大４８回　全青大会開催要項

0055　2002/6/21　　青年協議会　常任委員会報告

0104　2002/8/13　　ボウリング連盟について

0275　2002/9/11　　日盲連理事会報告

0276　2002/9/11　　指導者研修会報告

0446　2002/11/2　　アジア太平洋ブラインドサミット（大阪）に青年協議会より出席

0451　2002/11/6　　選挙監理委員を報告

0468　2002/11/11　　障害者スポーツ大会・高知大会、グランドソフトボールは徳島県が優勝

0644　2003/1/22　　長崎大会スローガン募集

0733　2003/3/14　　理事会と評議員会報告

0864　2003/5/23　　第４９回全青大会開催要項

0887　2003/5/28　　日盲連から各省庁への要望書

0982　2003/7/3　　『いぶき』個人購読について

1082　2003/7/23　　全国委員会（長崎県）の報告

1141　2003/8/2　　訃報、本間一夫氏死去

1143　2003/8/2　　日盲連の臨時理事会とあはき協議会委員会との合同会議報告

1180　2003/8/27　　青年協議会　常任委員会報告

1219　2003/9/15　　第１０回厚生労働大臣杯全国フロアバレーボール大会報告

1311　2003/10/16　　訃報、猪俣勝照氏死去

1349　2003/10/30　　第５０回全青大会期日変更のお知らせ

1390　2003/11/17　　第３回全国障害者スポーツ大会、グランドソフトボールの結果報告

1557　2004/2/16　　北信越ブロック代表者会議、青年部及び女性部協議会　研修会報告

1622・1623　2004/4/4　　青年協議会　常任委員会と全国委員会報告

1700　2004/5/21　　第５７回全国盲人福祉大会報告

1770　2004/6/20　　第４回クイーンカップ報告

1786　2004/6/29　　日盲連、無資格者に対する各県警本部への嘆願書提出等について

1801　2004/7/9　　日盲連他８団体、第２０回参議院議員選挙の立候補者に対し、「障害者施策などへの考え方」を質問したアンケート結果をＨＰで公開

　http://www.j-il.jp/jil.files/saninsen/seito.html

５　その他情報

0059　2002/7/1　　ゴールボールの紹介

0170　2002/8/30　　ブラインドサッカー体験レポート

0183　2002/9/　　ブラインドサッカーのＨＰ

http://www5d.biglobe.ne.jp/~b-soccer/links.htm

 　ベトナム視覚障害児・者の現状についての紹介。

0186　2002/9/2　　障害者スポーツ大会について

0316　2002/9/19　　お札の識別マークについての質問に、財務省印刷局から返事がきました

0514　2002/12/3　　シネヌーボ、バリアフリー映画の上映

http://terra.zone.ne.jp/cinenouveau/indexFrame-title.htm

0646　2003/1/23　　東京で「バリアフリー映画上映会とトークショー」

0747・0748　2003/3/24　　ロボット犬関連情報

1440　2003/12/5　　第６回障害者クロスカントリースキーフェスタ２００４ｉｎ

旭川

６　青年協ＭＬの歩み

0001　2002/5/1　　テストメール送信開始

0005　2002/5/2　　常任委員間でＭＬテスト開始

0014　2002/5/15　　ＭＬ正式オープン

0015　2002/5/15　　会員からの初投稿

ML情報箱【付録】

長崎への道　－青年協の一番長い日－

１　プロローグ

＜記念誌編纂者からのお願いメール：№１７４３＞

（前略）　昨夏のあの日のことをなんとか記録として残すべく検討を重ねるものの、なかなか思うようにはかどらず、内心あきらめかけていたのですが、先日来の本ML上での一連の発言から、まさに天啓を受けた心境であります。聞き取り調査やレポート提出でなく、アンケートへの回答という方法で、１９日当日の各自（個人もしくはグループ）の行程及び道中のエピソードを簡潔に投稿してもらい、さらに現地での主催者側や先乗りメンバーの様子を盛り込んで、時刻の経過にそってドキュメント風に総括できればと考えた次第です。ということで、形式や内容等、不備な点も多々あるかと思いますが、どうかご容赦の上、下記の要領にしたがい、個人メールにて投稿いただければ幸いです。　（後略）

＜青年協議会長からの補足メール：№１７５０＞

　このMLが青年協議会の情報発信の全てではありませんので、少しまずいかなぁとも感じるのですが、指折り数えてみて、昨年の長崎大会に参加された団体の８割以上が加入されていると思います。ということをふまえ、是非とも、記念誌担当者の募集に応えていただきたいと思います

２　前夜

２００３年７月１８日　この日の青年協メーリングリスト（以下、ML）は、第４９回全国盲青年研修大会前日らしい独特の雰囲気だった（発言数１６、№１０２５～１０４０）。ところが、日付変更寸前に送信された最後のメール（№１０４１）は、開催地の長崎本線内での列車事故を伝える衝撃的なものであった。

「特急かもめ脱線!!」

同日２１時過ぎに、九州豪雨の状況と共に報じられたこのニュースを見た石川県青年部長Ｋ氏は、「大会の中止・関係者の被災」という不吉な考えが頭をよぎったという。しかし、まだこの時点では、参加予定者の大部分がこの事実を何も知らずに明日に備えていたはずである。そんな中、さすがは我らが常任委員の面々にあっては‘信頼できる筋’からの携帯電話での情報提供により、２２時３０分頃にはある程度状況を把握していたと聞く。主立ったメンバーは二手に別れて移動しており、羽田発の最終便を利用した副協議会長一派（関東＆東北在住者６名）は、悪天候にもめげずどうにかホテルにチェックインし、十分な休息をとることができたのだが、京都発の寝台特急に乗車した協議会長一派（関西在住３名）は、このあと全く思いがけない旅程をたどって長崎入りすることになるのである。ちなみに、前記の列車事故第１報メールは、同行していたＯ氏（ML管理人）が車内から携帯にて送信したものであった。

その後MLでは、事故関連の書き込みが続き、№１０４４で長崎県視障協代表のＮ氏は、｢明朝までにきちんと調べて正確な情報を伝えるので、今はゆっくり休んでほしい｣という内容のコメントをしている。

３　当日

「集中豪雨の影響で博多駅が浸水。列車から下ろされホームで足止め。」

午前９時１０分。Ｏ氏の書き込み：№１０５０は、リアルタイムで予想以上の原状の悪化を伝えた。このころすでに長崎では、全国各地から集まってくる参加者全てを無事現地入りさせるべく、主催者の並々ならぬ奮闘が始まっており、同時に先乗り軍団の間では、＜会長以下３名不在での大会運営＞という最悪の事態を考慮した話し合いがなされていた。

「都盲協の事務局員として来年の大会の準備のために来ているＩさんは別として、手が空いている暇な人間は、私だけのようだ。しかも、組織対策も、事務局も経験済みとなると、お鉢が回ってきて当然である。〝こうなったら何でもやるよ。第２分科会のテーマは何だったっけ？〟何だか急にどきどきしてきた…。」と、当時を振り返ってくれたのは、青森出身、現在横須賀在住。もう言わずと知れた「あのご仁」である。

そして、全ての会員は長崎を目指していた。Ｎ氏はその対応に全精力を費やし、さらにＯ氏の携帯もバッテリーが尽きた。当然MLは静寂に包まれる結果となるが、この空白時間に多くの感動的ドラマが生まれているのだ。

「自分たちは全く支障なく移動できたが、災害などの報道を耳にする度に、あの日のことを思い出します」とは、長野県青年部長Ｈ氏。

博多駅で偶然出会った女性の手助けで、定刻の１６時にホテルにたどり着くまでの道程と、“思い出の一本足の鳥居”との再会にいたる顛末を、協議会長はまるでつい昨日のことのように回想している。

「富山県の参加者と出会う度に、あの日の苦労話を笑いながら話しています。〝本当に大変だったよね。でもほんとに着けて良かったよね。それはみんなのお陰だよ〟そう言いながら。」←Ｋ氏談。

蛇足ながら、この日の最終発言も管理人Ｏ氏の｢無事到着!!｣の報告であった：№１０５２。

４　エピローグ

＜Ｎ氏からのメール：№１０５３＞

（前略）　第４９回全国盲青年研修大会は、ＪＲの事故が前日にあり、不安な中朝を迎えました。するとどうでしょう？福岡では大雨、博多駅が浸水により、閉鎖状態。　（中略）

　一方、広島、和歌山、福井のメンバーは渋滞の中、博多駅から高速バスに乗り換え長崎を目指していました。航空機利用の方は何事もなかったかのように長崎に到着。沖縄は１１時に福岡よりバスに乗ったにもかかわらず、５時になっても７時になっても行方不明。実はこのバスに協議会長を乗せるように私は手配していたのですが、会長は電車に乗り、ドアが閉まった直後でした。結果的には、会長の取った行動は正しかったのです。その後、３時４時に高速バスに乗った人たちは沖縄県をどこで追い越したのか、順次会場に到着しました。１９日の夕食を予定した人たちは８名が送れたのみで無事に夕食を食べ始めました。食事が終わる頃には１名を除き一休みとなりました。福井のＳさんが１０時３０分に無事長崎に入り、ちゃんぽんツアーも開始となりました。総勢２６名でちゃんぽんということになりましたが、ちょっと狭かったですね！というより、多すぎたんですかね！これは嬉しい悲鳴です。１２時からのお土産交換・舌鼓会も部屋狭しと満杯で、各地の名産品で３時近くまで大騒ぎ！フロア貸切で助かりました。

　いよいよ分科会のスタート。第１分科会の講師の方もタクシーを利用し少し遅れたものの無事始まりました。各分科会の状況については、担当の方から報告があるものと思います。代表者会議も定刻に終了、その頃にはＪＲも運転が再開しホッと一息。　（中略）　

　そして２１日大会当日。時間は２０分ほど遅くなりましたが、１２時に無事終了！参加者の皆さんもそれぞれ帰路につき、私たち実行委員とボランティアの学生は１時より昼食をとり、２時に解散！大会は不安な中スタートしたものの、事故もなく終了いたしました。思わぬ事故と大雨にスタッフ一同、動揺しながらの大会でした。長崎も雷と雨により、思うように外出もできず、また、参加者の皆様にご迷惑をかけた点もあったと思いますが、どうぞ、お許しください。

　帰りの天気は晴天でホッとしました。私は会場から徒歩で５分の我が家に帰り、このメールを書いています。　（後略）

　※　尚、本文中引用のメールは内容を一部変更させていただきました＞担当者＜

日 盲 連 青 年 協 の 歌

１　緑の風が呼びかける

　　若い力の青年協

　　真理の声をたぐりあい

　　理想の道を開こうよ

　　日盲　日盲　青年協　青年協

２　楽しい夢が燃え上がる

　　若い命の青年協

　　自由の光あびながら

　　文化の花を咲かそうよ

　　日盲　日盲　青年協　青年協

３　明るい声にこぞりたつ

　　若い希望の青年協

　　世紀の鐘を聞きながら

　　しあわせの灯をともそうよ

　　日盲　日盲　青年協　青年協

愛唱歌　青　い　道
１　思い切りはじけてる　激しい汗をぶつけ合い

　　心から笑ってる　素敵な言葉交し合い

２　集まって知り合って　時を忘れて夜更けまで

　　語らって触れ合って　時を重ねて夜明けまで

３　友達がまた１人　昨日訪ねたこの町で

　　思い出がまた一つ　今日は旅立つこの町を

４　しっかりと見つめたい　自分のつけた足跡を

　　ゆっくりと見付けたい　自分にあった生き方を

５　私にもありますか　誰かの役に立てること

　　私にもできますか　何かを少し変えること

６　知恵を出し声を出し　みんなで築く青い道

　　肩を組み夢を持ち　みんなと進む青い道

　　未来へ続く青い道

編 集 後 記

　「記憶とは、今まで経験したことや一度覚えたことを、時間が経ったあとまでも大体そのとおりに思い出せること」（新明解国語辞典より）だそうです。

　さすがは“新解”さん、うまいことおっしゃいますが、実はこの“大体そのとおり”というのがクセ者なのでして、曖昧だったり、食い違ったり、改竄されていたり…。そんな関係者の記憶を丹念に聞き取り調査し、数少ない資料と照らし合わせて、きちんとした記録としてまとめていくのは、根気と時間が必要な作業でした。

　また、物事をなんでもインターネットで検索できるようになり、視覚障害者にとっても良き時代となりましたが、入手した膨大な情報をちゃんと処理できず、肝心な時に効果的に利用できないのでは困ります。青年協議会メーリングリストに寄せられた２年分の情報も引出しごとに分け、きちんと整理しました。そして、これには付録もあり、第49回・長崎大会の舞台裏をかいま見る垣間見ることもできます。

　なお、この記念誌に掲載されているのは、たくさんの取材内容や投稿文のごく一部です。編集の都合上、まさに涙を飲んで割愛した情報もたくさんあり、その点につきましては、どうかご容赦ください。

　最後になりますが、この「青年協議会半世紀の歩み」が、今後の青年協議会の道標となりますとともに、新しく始まる５１年目からの礎となりますことを期待します。

　末尾ながら、記念誌編纂にあたり、さまざまな形でご協力下さった方々のお名前を以下に記させていただきます。心からの感謝の気持ちをこめて。　（Ｔ・Ｈ）

☆編集協力者

大下　雅武　　小坂　雅博　　廣田　健次　　小山　義方　　小此木　努

阿佐　和幸　　義山　正　　　鈴木　孝幸　　土崎　庸子　　林　順子

二十歳の会

☆参考資料

点字毎日新聞　　日本盲人会連合五十年史　　愛盲時報「縮刷版」

☆資料提供

札幌市視覚障害者福祉協会　　　滋賀県視覚障害者福祉協会

和歌山県視覚障害者福祉協会　　大阪府視覚障害者福祉協会

群馬県視覚障害者福祉協会　　　京都府視覚障害者協会

富山県視覚障害者協会

田辺　建雄　　多々良　友彦　　堀井　功　　本山　裕志　　

薮田　和利　　大橋　博　　　　野口　豊

（敬称略）

　青年協議会　半世紀の歩み

発行日　　平成１６年１０月３１日

発行　　社会福祉法人　日本盲人会連合青年協議会

連絡先　　社会福祉法人　日本盲人会連合

住所　〒１６９－００７５　東京都新宿区高田馬場１－１０－３３

電話　０３－３２００－００１１（代）
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日本盲人会連合会長

 

笹川

 

吉彦

 

 

 

日本盲人会連合青年協議会が発足して

50

年。半世紀が経過しました。

 

第

50

回

 

全国盲青年研修大会を機に

50

年間の足跡をとどめた記念誌が発刊

されることはきわめて有意義なことであり、その成果を大いに期待するととも

に、編集・発行にあたられた関係者の皆様に心から感謝と敬意を表します。

 

 

日盲連が結成されたのは昭和

23

年８月

18

日。当時は至る所に第２次世界大

戦の傷跡が残っており、国民の多くが食

糧難や住宅難。そして、生活難にあえ

いでいた時代です。そうした中、初代会長・岩橋武夫氏の呼びかけに呼応し、

全国から食料持参で

70

余名が大阪府下の二色の浜に集い、炎天下の元、砂浜に

車座になって論議を重ね、「世界的標準に立つ盲人社会立法の制定を期す」など

の決議を行い、直ちに行動を起こしたとされています。これがきっかけとなっ

て身体障害者福祉法が制定され、以来、今日まで日盲連はわが国における障害

者運動の先頭に立ち、障害者福祉の確立に全力を傾注してきました。その課程

の中で青年協議会が組織され、日盲連運動の一翼を担って大

学の門戸開放や就

業の促進、さらにはスポーツの振

興など、青年の立場から幅広く活動を行って

きました。そして、歴代の青年協議会長の中から日盲連会長が誕生し、日盲連

の運動を推進してきました。また、執行部の中から数多くの方が日盲連加盟

58

団体の会長として、日盲連を支え、それぞれの地域における障害者福祉の推進

に尽力してこられ、今日もなお、活躍しておられます。

 

 

言うまでもなく、青年協議会は、次の日盲連を担って立つきわめて重要な立

場にあります。今日の社会情勢は日盲連の結成当時にくらべて大きく変化し、

少子高齢化に伴う新たな

問題も数多く発生しています。また、長寿社会による

高齢失明者問題や特別支援教育問題。そして今、最も大きな課題とされている

支援費制度など、早急に解決しなければならない課題が山積しています。また、

これまで未解決のまま残されている課題や障害者福祉の基本となる人権の保障

や差別禁止問題など、挙げれば枚挙にいとまがありません。そして、これらの

問題が解決されてはじめて、私達が期待する社会が実現することになります。

 

 

青年協議会発足

50

年を機に、一層、組織の拡大・強化に努め、日盲連運動の

基本理念である「障害ゆえに負わされてい

るあらゆる負担」を排除し、人並み

の生活が確保されるよう、大いに活躍されんことを期待し、記念誌に寄せる言

葉といたします。
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記念誌発刊に寄せて


　　　　　　　　　　日本盲人会連合会長　笹川　吉彦


　日本盲人会連合青年協議会が発足して50年。半世紀が経過しました。


第50回　全国盲青年研修大会を機に50年間の足跡をとどめた記念誌が発刊されることはきわめて有意義なことであり、その成果を大いに期待するとともに、編集・発行にあたられた関係者の皆様に心から感謝と敬意を表します。


　日盲連が結成されたのは昭和23年８月18日。当時は至る所に第２次世界大戦の傷跡が残っており、国民の多くが食糧難や住宅難。そして、生活難にあえいでいた時代です。そうした中、初代会長・岩橋武夫氏の呼びかけに呼応し、全国から食料持参で70余名が大阪府下の二色の浜に集い、炎天下の元、砂浜に車座になって論議を重ね、「世界的標準に立つ盲人社会立法の制定を期す」などの決議を行い、直ちに行動を起こしたとされています。これがきっかけとなって身体障害者福祉法が制定され、以来、今日まで日盲連はわが国における障害者運動の先頭に立ち、障害者福祉の確立に全力を傾注してきました。その課程の中で青年協議会が組織され、日盲連運動の一翼を担って大学の門戸開放や就業の促進、さらにはスポーツの振興など、青年の立場から幅広く活動を行ってきました。そして、歴代の青年協議会長の中から日盲連会長が誕生し、日盲連の運動を推進してきました。また、執行部の中から数多くの方が日盲連加盟58団体の会長として、日盲連を支え、それぞれの地域における障害者福祉の推進に尽力してこられ、今日もなお、活躍しておられます。


　言うまでもなく、青年協議会は、次の日盲連を担って立つきわめて重要な立場にあります。今日の社会情勢は日盲連の結成当時にくらべて大きく変化し、少子高齢化に伴う新たな問題も数多く発生しています。また、長寿社会による高齢失明者問題や特別支援教育問題。そして今、最も大きな課題とされている支援費制度など、早急に解決しなければならない課題が山積しています。また、これまで未解決のまま残されている課題や障害者福祉の基本となる人権の保障や差別禁止問題など、挙げれば枚挙にいとまがありません。そして、これらの問題が解決されてはじめて、私達が期待する社会が実現することになります。


　青年協議会発足50年を機に、一層、組織の拡大・強化に努め、日盲連運動の基本理念である「障害ゆえに負わされているあらゆる負担」を排除し、人並みの生活が確保されるよう、大いに活躍されんことを期待し、記念誌に寄せる言葉といたします。
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		就任年    

		氏名（ふりがな）

		出身地
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		初代

		昭和23年

		西崎清（にしざき　きよし）

		京都府

		故人



		

		

		

		

		昭和25年から二年間休会



		2

		昭和27年

		村谷昌弘（むらたに　まさひろ）

		京都府

		故人



		3

		昭和29年

		永井昌彦（ながい　まさひこ）

		京都府
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		4

		昭和31年

		高尾正徳（たかお　まさのり）

		島根県
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		5

		昭和33年

		大上康男（おおうえ　やすお）

		兵庫県
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		6

		昭和35年

		関米一郎（せき　よねいちろう）

		群馬県
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		昭和37年

		上野信也（うえの　しんや）

		和歌山県

		故人


就任早々に体調不良で辞任された



		8

		

		田辺建雄（たなべ　たつお

		石川県

		



		9

		昭和39年

		多々良友彦（たたら　ともひこ）

		静岡県

		



		10

		昭和41年

		金沢明二（かなざわ　あきじ）

		名古屋市
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		昭和43年

		宮沢秀明（みやざわ　ひであき）

		石川県
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		横浜市　
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		京都府
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		福岡県
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		昭和55年
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		京都府

		



		18

		昭和57年

		細川哲夫（ほそかわ　てつお）

		石川県

		故人
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		昭和59年

		菊池信（きくち　しん）

		札幌市
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		昭和63年

		白倉啓（しらくら　けい）

		東京都
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		本山裕志（もとやま　ひろし

		島根県
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		平成10年　

		金村厚司（かなむら　あつし）

		愛媛県
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		西村秀樹（にしむら　ひでき）

		滋賀県
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